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研究成果の概要（和文）：本研究は，「ハイリスク出生コホート」に基づき，当事者主体の発達支援プログラム
を開発評価することを目的とした．本研究における当事者とはハイリスク児，養育者，関わる専門職すべてを示
す．ハイリスク児の出生増加に伴い，発達支援の充実は喫緊の課題である（厚生労働省「人口動態統計」）．本
研究では，専門職からの一方向のプログラム提供ではなく，当事者の力を引き出すエンパワメントの視点から，
当事者主体の発達支援プログラムを開発し，長期間に及ぶ追跡と多角的な効果判定を質的量的に実施した．科学
的な検証により，当事者の力を引き出す支援の重要性や，継続の重要性が示された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop and evaluate a party-centered 
developmental support program based on a "high-risk birth cohort. In this study, "parties" refers to
 all high-risk children, caregivers, and professionals involved in the development of the children. 
With the increase in the number of births of high-risk children, the enhancement of developmental 
support is an urgent issue (Vital Statistics, Ministry of Health, Labour and Welfare). In this 
study, we developed a developmental support program that is not a one-way program provided by 
professionals, but rather a party-centered program from the viewpoint of empowerment that draws out 
the power of the party involved, and conducted qualitative and quantitative long-term follow-up and 
multifaceted effectiveness evaluation. The scientific validation showed the importance of support 
that draws out the power of the parties concerned and the importance of continuity.

研究分野： リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ハイリスク児の出生増加に伴い，発達支援の充実は喫緊の課題であり，長期的な発達経過，発達支援の継続的な
必要性やフォローアッププログラムの現状について根拠に基づいた検証が求められている．また発達支援プログ
ラム開発において「当事者を主体としたエンパワメントの視点を重視する」という点については現在保健福祉分
野のケアにおいて注目が高まっている．本研究はハイリスク児に必要なプログラムを当事者主体で開発し，科学
的な検証により，支援や継続の重要性が示されたという点で領域特性，研究手法ともに意義が高かったといえ
る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 発達は，環境との相互作用によって展開する．出生直後から生命維持のために積極的な治療を
要する児をハイリスク児という．ハイリスク児は新生児集中治療室（以下 NICU と略す）に入
院し，人工呼吸器を用いた治療や頻回な点滴治療，長期の母子分離など，非日常的な環境での生
活を経験する．この生活はハイリスク児のみならず，養育者への負担も大きく，退院後も影響を
及ぼすことが指摘されている．このため，ハイリスク児を対象とした発達支援においては対象児
のみならず養育者へのケアも含めた長期的な視点が必要である． 
ハイリスク児を対象とした発達支援を目的とし，NICU 入院中から退院後の幼児期にいたる

まで，発達評価や育児環境評価と支援を目的としたチーム医療では，ハイリスク児の運動発達に
周産期リスクが関連すること，養育者のストレスには児の発達のみならず育児サポート者の有
無など他の因子の影響も大きいこと（澤田，2016）を明らかにしている．また自治体の大規模コ
ホートを対象とした研究において，周産期リスクが児の育児環境や養育者ストレスに多様な影
響を及ぼす可能性があること（澤田，2015）を明らかにしている．今後，より有効な発達支援に
おいては，(1)当事者主体の，(2)根拠に基づく，(3)長期的な，(4)多職種による包括的な視点をも
つ発達支援プログラムの開発と提供が必要である．また，開発段階から当事者が主体的にかかわ
り，当事者の力で児の育ちを支援する仕組みづくりが必要である．ハイリスク児の長期的な発達
経過，発達支援の継続的な必要性やフォローアッププログラムの現状については国内外のハイ
リスク児を対象とした先行研究において多く検討されており，さらに有効な支援方法の確立を
目指した開発研究の段階に進んでいる．また発達支援プログラム開発において「当事者を主体と
したエンパワメントの視点を重視する」という点については現在保健福祉分野のケアにおいて
注目が高まっている．本研究はハイリスク児に必要なプログラムを当事者主体で開発していく
という点で領域特性，研究手法ともに成果が大いに期待される． 
 
２．研究の目的 
本研究は，「ハイリスク出生コホート」に基づき，当事者主体の発達支援プログラムを開発評

価することを目的とする．本研究における当事者とはハイリスク児，養育者，関わる専門職すべ
てを示す．長期間に及ぶ追跡と多角的な効果判定を質的量的に実施し，科学的根拠に基づく検証
を行うことで，支援の継続と発展が期待される． 
 
３．研究の方法 
本研究のハイリスク出生コホートデータは A病院の NICU 入院歴のある児を対象として実施す

る．A 病院の NICU では出生初期から多職種によるチームアプローチを実施しており，入院中に
ハイリスク出生コホートの主旨と内容を養育者に説明し同意を得た上でコホート参加を決定す
る．調査回数は (1)退院前，その後は外来にて(2)修正月齢 4ヵ月（修正月齢：出生予定日を出
産日とした場合の月齢），(3)修正 10 ヵ月，(4)修正 1歳半，(5)3 歳の計 5回である（図 1）．理
学療法士が運動発達面の評価，言語聴覚士は哺乳や離乳食，言語評価，臨床心理士は親子関係や
ストレスの評価を実施する．実施後は内容のフィードバックと必要な支援を行う．  

 
図 1 調査の流れと評価項目（注：「修正」は修正月齢を表す） 
 
 



(1) NICU 入院歴のあるハイリスク児の発達と養育者の育児不安の関連：出生から修正 18 ヵ月ま
での追跡研究 
目的：追跡研究により，ハイリスク児の修正 18 ヵ月の発達と養育者の育児不安の関連を明ら

かにする． 
対象および方法：NICU 入院経験のある児 55 名（男 28 名，女 27 名）を対象とした．在胎期間

23週～41週，出生時体重553～3404gであった．退院後のフォローアップ外来は修正４ヵ月（4M），
修正 10 ヵ月（10M），修正 18 ヵ月（18M）の計３回実施し，発達指数（DQ），育児への不安を評価
した．DQ は「新版 K 式 2001」を用いて評価した（運動，言語，認知，合計）．育児への不安は「育
児不安尺度」（吉田弘道 2012）を用いて評価した（そう思わないが１，そう思うが４の 4段階）．
各項目間の Spearman の相関係数を算出し，18M の DQ を目的変数，出生リスク，育児不安尺度項
目を説明変数としたステップワイズ法による重回帰分析を実施した（SPSS.Ver.22）． 
 
(2)極低出生体重児の社会的スキルの評価：出生から修正 18 ヵ月までの追跡研究 
目的：低出生体重児のその後の発達に 18 ヵ月時の社会的スキルが及ぼす影響を検討する． 
対象と方法：A 病院の NICU に入院し，3 歳までの発達フォローアップ外来に参加した乳児 23

名を対象とした．調査は，修正 18 ヵ月と 36 ヵ月の 2回行われた．社会的スキルと発達指数は修
正 18 ヵ月時に，発達指数は 36 ヵ月時に評価し，関連を検討した． 
 
(3)極低出生体重児の発達と養育者の育児不安の関連：出生から満 3歳までの追跡研究 
目的：出生時から 3年間の追跡研究により，極低出生体重児の発達の推移と養育者の育児不安

の関連を明らかにすることを目的とする． 
方法：NICU 入院経験のある極低出生体重児 46 名（男 16 名，女 30 名）を対象とした．在胎期

間 23～39 週（平均 30.4±3.4 週），出生時体重 553～1499g（平均 1116.7±281.6g）であった．
退院後のフォローアップ外来は修正４ヵ月（4M），修正 10 ヵ月（10M），修正 18 ヵ月（18M），満
3歳（36M）の計 4回実施し，発達指数（DQ:新版 K式 2001，2020），育児不安（育児不安尺度，
吉田弘道 2012，4M:11 項目，10M:13 項目，18M:14 項目，36M:10 項目）を評価した．育児不安は
各項目について「そう思わない」が１点～「そう思う」が４点の 4段階とし，総得点（各時期の
満点は 4M:44 点，10M:52 点，18M:56 点，36M:40 点）を算出，各時期の基準に基づいて 5段階に
カテゴリ化した（育児不安低い 1点～育児不安高い 5 点）．分析は，単変量解析として各項目間
の相関係数（Spearman）を算出した．多変量解析は重回帰分析（ステップワイズ法）を実施し，
目的変数を各時期の DQ，説明変数を出生体重，在胎週数，育児不安項目とした（SPSS.Ver.27）． 
 
４．研究成果 
 
(1) NICU 入院歴のあるハイリスク児の発達と養育者の育児不安の関連：出生から修正 18 ヵ月ま
での追跡研究 
18M の DQ は出生リスク，育児不安，4M，10M の DQ と相関が見られ，出生リスク，育児不安が

低い場合，各時期の DQ が高い場合に 18M の DQ が高くなっていた．また，複合分析では運動，認
知，言語，合計，において，10 ヵ月時の発達指数や育児不安項目と関連が見られた．18M 運動 DQ
と 10M 認知（0.47），10M「子育ては自分に合っていない」（β=-0.26），4M「心が満たされず空虚」
（β=-0.25）（R2=0.36），10M 合計 DQ と 10M 合計 DQ（β＝0.51），「心が満たされず空虚」（β＝
-0.28）（R2=033）．ハイリスク児の発達リスクは単回帰分析，複合分析ともに出生リスクや 4M，
10M 時点での DQ との関連が認められた．発達リスク低減への支援の視点として児の発達を継続
的に把握していくこと，育児環境への介入していくことの可能性が示された． 
 
(2)極低出生体重児の社会的スキルの評価：出生から修正 18 ヵ月までの追跡研究 
18 ヵ月時の社会的スキルは 18 ヵ月時および 36 ヵ月時の発達指標と関連し，36 ヵ月時の発達

指標はより多くの項目が関連することが示された．この結果は，低出生体重児の社会的スキルを
測定することにより，発達遅滞の早期予測や介入の必要性を示している． 
 
(3)極低出生体重児の発達と養育者の育児不安の関連：出生から満 3歳までの追跡研究 
DQ の推移（平均値）は 4M:100.8±13.7，10M:90.3±14.7，18M:96.3±16.5，36M:91.6±14.4

であり，4M から 36M にかけて低下していた．不安 5 段階の推移（平均値）は 4M:1.8±1.0，
10M:1.9±1.0，18M:1.8±1.1，36M:2.1±0.9 であり，4M から 36M にかけて高くなっていた．各
項目の関連分析では，相関分析，重回帰分析ともに DQ と出生体重，在胎週数，各時期の育児不
安との有意な関連が複数認められ，出生体重が大きい，在胎週数が長い，育児不安が低い場合に
各時期の DQ が高い傾向がみられた．極低出生体重児の発達は，単変量解析，多変量解析ともに
出生体重，在胎週数，養育者の育児不安との関連が認められた．極低出生体重児の支援において，
発達を継続的に把握するとともに，養育者の育児支援についても継続的，包括的にかかわること
の必要性が示唆された． 
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